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結果　１）岩崎作用による48^4格子での真空を、ベータ2.3から3.5まで13点
熱平衡状態で５０個の真空を発生させた。２）smearing法を適用して、もっ
とも適したパラメータを決めてから、WIlson loopを測定し、弦定数を
Jackknife法で測定し、各ベータでの真空の格子間隔を決定した。３）滑らか
なゲージ固定法として、Maximal Center gaugeおよびMaximal Abelian 
gauge+U1^2Landau　gauge、Coulomb gaugeのベクトル化および４CPU並
列化コードを開発した。24^4の格子上では、lapack利用でベクトル化率60%
程度だが、並列化が達成されることを確かめた。現在、48^4格子上で、確か
めている。 ４）SU3で可換モノポールを抜き出す可換射影のコードを開発し
た。SU2で有効であった方法の自明ではないが自然なSU3への拡張である。
２０１８年度の目標であったモノポールの連続極限の存在の証明までは、
まったく一から一人で開発しており、まだ未達成であるが、７０％程度まで
は、達成したと考えている。２０１９年度には、達成できると考えている。 
 




